
防コミの歩き方たずね歩き消防団
●テーマ別訓練実施
東日本大震災による東北の津波被害は、
全国の沿岸の住民に津波に対する認識を一
変させました。本年４月も地球の裏側のチ
リで地震が発生し、日本の沿岸にも津波注
意報が発せられ、津波の問題が決して過去
のことではないと思い知らされました。
津波に備えての訓練は各地域とも回数を
重ねてまいりましたが、同じ訓練を漫然と
繰り返しているわけではなく訓練ごとに
テーマを設定し、その検証を目的として実
施されています。

●避難訓練概要
平成25年12月1日、長田区防災訓練に
合わせて長田区南部の二葉地区の住民が
国道2号線北側にある若松公園まで避難訓
練をおこないました。
今回の検証目的は「避難の声かけの方
法」と「避難者の受け入れ」の問題です。
●「声かけ」と「避難者の受け入れ」
「避難の声かけの方法」は地域の皆さん
が、声かけの範囲、声かけの相手方の反
応、特に困難を極める要援護者の「寝たき
り」の方への対応を、津波が到達するまで
の限られた時間内でおこなわなければなら

ない等、今後もいろいろと熟慮しなければ
ならない問題点が提起されました。
「避難者の受け入れ」は長田区の場合、
国道2号線が津波避難の大きな目安になる
ことから、国道を境にして南部の住民を北
部の住民が受け入れるという課題もおのず
から生じます。
平成7年の阪神・淡路大震災時、長田区

においても被害の比較的小さかった地域が
自発的に被害の大きい地域を支援したとい
う事実があります。
今回の訓練では避難する側の二葉地区

防災福祉コミュニティが二葉地区からの避
難者名簿を作成し、受け入れ側の若松地区
防災福祉コミュニティは炊き出しの準備をし
て、避難者を受け入れるという訓練を実施
しました。

●外国人への対応
長田区には外国から就業や留学のため滞

在している外国人の方が多く住んでおられ
るので、被災した場合に備えて、通訳支援
活動等を実施しました。地域の皆さんと
いっしょに消火訓練に参加するなど、災害
時にも孤立しないようにさまざまな配慮を
しています。 （長田消防署　菅井　晶）

二葉地区防災福祉コミュニティ津波避難訓練（若松地区へ避難）
平成26年2月、長田区の清水建設工業

株式会社が総務省消防庁長官から消防団
協力事業所として神戸市ではじめて認定さ
れました。
清水建設工業株式会社は、昭和20年9

月に設立され、長田区にて官公庁発注の土
木工事や中堅ゼネコンの関連工事を主とす
る土木建設業を営んでおります。阪神・淡
路大震災では、倒壊した家屋の撤去やイン
フラなどの災害復旧活動に従事しました。
現在、従業員数20人のうち７人が神戸市長
田消防団第２分団に所属し活躍しています。
●活動内容
消防団活動をはじめ、地域の自主防災

活動にも積極的に協力し、地域防災力の
向上に貢献しています。災害が発生した場

合には、業務中で
あっても災害現場
に急行することを
優先、社用車の使
用や機材等を持ち
出し可能としてお
り職場全体でサ
ポートする体制づ
くりに努めていま
す。また、阪神・淡路大震災を経験した従
業員は、防災に対する意識は今なお薄れる
ことなく、災害に負けない地域づくりのた
めに自治会、防災福祉コミュニティへの防
火防災指導など地域活動に積極的に取り組
んでいます。
（長田消防団　団本部分団長　清水　訓）

神戸初　総務省消防庁長官から消防団協力事業所として認定！！

清水建設工業株式会社 長田消防団第２分団の皆さん
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